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江
戸
時
代
後
半
、
東
海
道
宿
場
町
の
中
で

旅
籠
の
数
が
一
番
多
い
の
は
、
宮
宿（
現
在
の

名
古
屋
市
熱
田
区
）の
２
４
８
軒
で
し
た
。
次

い
で
多
い
の
が
桑
名
宿
で
１
２
０
軒
。
両
宿
の

間
に
は
、
約
２７・５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
海
上
の
道

「
七
里
の
渡
し
」が
あ
り
、
船
で
行
き
交
う
人
々

で
賑
わって
い
た
の
で
す
。

　

保
永
堂
版「
東
海
道
五
十
三
次
之
内
」シ

　
「
七
里
の

渡
し
」跡
一

帯
は
防
波

堤
が
築
か
れ
、

広
重
が
描
い

た
風
景
と
は

異
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ

で
も
、
伊
勢
神
宮
遷
宮
の
た
び
に
内
宮
宇
治
橋

の
鳥
居
を
譲
り
受
け
て
建
て
替
え
ら
れ
て
き
た

「
伊
勢
国
一
の
鳥
居
」は
、今
も
威
容
を
誇
って

い
ま
す
。
と
こ
ろ
で
、す
ぐ
近
く
に
浮
世
絵
と
よ

く
似
た
建
物
に
気
付
く
で
し
ょ
う
。
実
は
こ
の

建
物
は「
水
門
統
合
管
理
所
」な
の
で
す
が
、
城

の
隅
櫓
の
一
つ
で
あ
る
蟠
龍
櫓
跡
地
に
建
て
る

に
あ
た
り
、
外
観
を
往
時
の
姿
を
忠
実
に
再
現

し
た
の
で
す
。
蟠
龍
と
は
、
天
に
昇
る
前
の
う

ず
く
ま
っ
た
状
態
の
龍
の
こ
と
。
航
海
の
守
護

神
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
櫓
は
、
今

も
人
々
の
安
全
を
見
守
って
く
れ
て
い
る
の
で
す
。

リ
ー
ズ
の「
桑
名 

七

里
渡
口
」で
描
か
れ
て

い
る
の
は
、
船
着
き

場
の
情
景
。
画
面
左
側
に
は

紺
碧
の
伊
勢
湾
が
広
が
り
、

右
側
に
は
桑
名
城
の
櫓
と
石

垣
の
手
前
に
入
港
間
近
の
２

隻
の
乗
合
船
が
大
き
く
描
か

れ
て
い
ま
す
。
手
前
の
船
を

よ
く
見
る
と
、
水
主
と
思
わ

れ
る
人
物
や
乗
客
の
姿
ま
で

細
か
く
描
写
さ
れ
て
い
る
の

が
わ
か
り
ま
す
。

　

現
在
、
旧
桑
名
宿
周
辺

を
散
策
す
る
と
、〝
扇
城
〞と

称
さ
れ
た
桑
名
城
本
丸
と
二
之
丸
跡
は「
九
華

公
園
」と
な
り
、サ
ク
ラ・ツ
ツ
ジ・ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ

な
ど
が
咲
き
誇
り
ま
す
。
ま
た
、
ユ
ネ
ス
コ
無

形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た「
石
取
祭
」で
知
ら

れ
る
桑
名
宗
社（
春
日
神
社
）な
ど
、
歴
史
あ

る
寺
社
も
多
く
た
た
ず
み
ま
す
。
か
つ
て
の
本

陣
や
脇
本
陣
跡
地
に
は
料
理
旅
館
な
ど
が
並
び
、

賑
わ
い
の
一
端
を
知
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

桑
名
宿

東
海
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【
桑
名
市
】

蟠
龍
櫓
が
蘇
る
、「
七
里
の
渡
し
」跡

外観を再現した蟠龍櫓

「伊勢国一の鳥居」
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総
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宿
場
町
の
各
施
設
に
関
し
て
は
、
休
館
日
・

開
館
時
間
・
料
金
・
受
け
入
れ
方
法
・
人
数
な

ど
に
違
い
が
あ
り
、
状
況
に
応
じ
て
休
館
・
閉

館
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
事
前
に
必
ず

ご
確
認
く
だ
さ
い
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江
戸
の
日
本
橋
と
京
の
三
条
大
橋
の
間
を

結
ぶ
東
海
道
は
、
江
戸
幕
府
が
最
も
重
視
し

た
街
道
で
す
。
そ
の
距
離
は
、
お
よ
そ
１
２

５
里（
５
０
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）。
行
程
の
途
中

に
は
、53
の
宿
駅
が
設
け
ら
れ
、
参
勤
交
代
の

大
名
一
行
や
寺
社
巡
礼
の
旅
人
な
ど
、
多
く

の
人
々
が
往
来
し
ま
し
た
。

　
江
戸
時
代
後
期
に
な
る
と
、
庶
民
に
も
旅

が
身
近
な
存
在
に
な
り
ま
し
た
。
地
誌
や
紀

行
文
が
刊
行
さ
れ
る
中
、
滑
稽
本『
東
海
道

中
膝
栗
毛
』が
大
流
行
す
る
な
ど
、
関
心
が

高
まって
い
き
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
中
、
街
道
を
題
材
に
し
た
浮
世

絵
も
登
場
し
ま
す
。
浮
世
絵
は
当
初
、
美
人

や
役
者
な
ど
の
人
物
描
写
が
主
体
で
し
た
が
、

天
保
４（
１
８
３
３
）年
か
ら
翌
年
の
初
め
ご
ろ

に
刊
行
さ
れ
た
歌
川 

広
重
の
保
永
堂
版「
東

海
道
五
十
三
次
之
内
」シ
リ
ー
ズ
は
、
風
景
を

主
体
と
し
た
の
が
特
徴
で
す
。
宿
場
ご
と
の

情
景
や
旅
人
の
様
子
に
加
え
て
、
四
季
の
移

ろ
い
や
雨・雪・風
な
ど
の
気
象
状
況
も
巧
み
に

取
り
入
れ
、
旅
情
豊
か
に
描
き
出
し
た
こ
と
で
、

爆
発
的
な
人
気
を
博
し
ま
し
た
。
名
所
絵
師

と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
た
広
重
は
、
そ
の
後

も〝
行
書
東
海
道
〞〝
狂
歌
入
東
海
道
〞〝
隷
書

東
海
道
〞〝
竪
絵
東
海
道
〞な
ど
と
通
称
さ
れ
る

東
海
道
シ
リ
ー
ズ
を
多
数
手
が
け
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
保
永
堂
版「
東
海
道
五
十
三
次

之
内
」シ
リ
ー
ズ
を
中
心
的
な
手
掛
か
り
に
し

て
、
県
内
の
宿
場
町
を
め
ぐ
り
ま
す
。
江
戸

時
代
の〝
昔
〞、
浮
世
絵
に
描
か
れ
た
町
は
、

〝
今
〞ど
の
よ
う
に
変
貌
し
て
い
る
の
か
、
見
比

べ
な
が
ら
歩
く
の
も
楽
し
い
も
の
で
す
。
違
っ

た
視
点
で
た
ど
れ
ば
、
新
た
な
魅
力
を
発
見

す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

浮
世
絵
で
た
ど
る
東
海
道
宿
場
町

〜
三
重
の
今
昔
物
語
〜

特　集
り
ゅ
う
や
ぐ
ら

ば
ん

保永堂版「東海道五十三次之内　桑名」　　「三重県総合博物館」所蔵※

こ
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こ
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ぎ
ょ
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れ
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に
追
い
か
け
る
旅
人
の
姿
は
、
実
際
の
情
景
と

い
う
よ
り
、
人
生
の
厳
し
さ
を
示
唆
し
た
心
象

風
景
の
よ
う
で
す
。と
こ
ろ
で
、
三
重
川
と
は
現

在
の
三
滝
川
の
こ
と
で
、
広
重
は
こ
の
川
に
架

か
る
三
滝
橋
か
ら
の
眺
め
を
描
い
た
と
す
る
説

が
あ
り
ま
す
が
、
もっ
と
下
流
で
は
な
い
か
と
い

う
説
を
教
え
て
く
れ
た
の
は
、「
東
海
道
四
日
市

宿
創
生
協
議
会
」事
務
局
長
の
北
岡 
泰
一
さ

ん
で
す
。
具
体
的
に
は
、
現
在
の「
納
屋
防
災

緑
地
公
園
」内
あ
た
り
。
し
か
し
、
周
囲
一
帯
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室
町
時
代
に
は
毎
月
四
の
付
く
日
に
市
が
開

か
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
四
日
市
は
、
宿
場
町

で
あ
る
と
同
時
に〝
湊
町
〞と
し
て
も
発
展
し
ま

し
た
。
天
保
年
間（
１
８
３
０
〜
１
８
４
４
）の

様
子
を
示
す『
東
海
道
宿
村
大
概
帳
』に
よ
れ
ば
、

本
陣
２
軒
、
脇
本
陣
１
軒
、
旅
籠
は
98
軒
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
保
永
堂
版「
東
海
道
五

十
三
次
之
内
」シ
リ
ー
ズ「
四
日
市 

三
重
川
」で

描
か
れ
て
い
る
の
は
、
と
て
も
さ
び
し
い
情
景
で

す
。
強
風
が
吹
く
中
、飛
ば
さ
れ
た
笠
を
必
死

は
近
代
港
湾
施
設
と
し
て
の
開
発
が
進
み
、
面

影
を
探
す
の
は
困
難
で
し
た
。
一
方
、三
滝
橋

か
ら
望
め
る
の
も
臨
海
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
群
で
す
。

船
の
帆
柱
の
代
わ
り
に
煙
突
が
そ
び
え
立
つ
光

景
は
、
隔
世
の
感
が
あ
り
ま
す
が
、
近
年
で
は

「
四
日
市
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
夜
景
ク
ル
ー
ズ
」が
人

気
と
な
る
な
ど
、
新
た
な
魅
力
と
なって
い
ま
す
。

　
江
戸
時
代
に
は
土
橋
だ
っ
た
三
滝
橋
の
南
に

は
、
問
屋
場
が
あ
り
ま
し
た
。
問
屋
場
と
は
、

人
足
と
馬
の
手
配
を
す
る
事
務
所
の
こ
と
で
、

本
陣
や
高
札
場
と
と
も
に
宿
場
に
は
欠
か
せ

な
い
施
設
で
し
た
。
現
在
は
、モ
ダ
ン
な
外
観

の
建
物
が
建
っ
て
い
ま
す
。「
東
海
道
四
日
市

宿
資
料
館
」で
す
。
同
館
は「
共
同
地
区
連
合

自
治
会
」や「
共
同
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
」な

ど
の
地
域
組
織
と
、
歴
史
研
究
グ
ル
ー
プ「
綱

の
会
」で
結
成
し
た「
東
海
道
四
日
市
宿
創
生

協
議
会
」（
会
長：橋
本 

勝
文「
共
同
地
区
連
合

自
治
会
」副
会
長
）が
整
備
を
進
め
、
令
和
元

年
に
開
館
し
ま
し
た
。
館
内
に
は
四
日
市
代

官
所（
陣
屋
）跡
か
ら
出
土
し
た
陶
器
類
や
駕

籠
や
甲
冑
な
ど
約
３
０
０
点
が
展
示
さ
れ
、

四
日
市
の
歴
史・民
俗・文
化
を
発
信
し
、
後

世
に
継
承
し
て
い
く
施
設
と
し
て
の
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
同
館
を
訪
ね
た
ら
、
南
へ
２
５
０

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
進
ん
だ
先
の
、
交
差
点
角
に

立
つ
大
き
な
道
標
も
見
て
お
き
た
い
も
の
で

す
。「
す
ぐ（
真
っ
す
ぐ
）江
戸
道
」「
す
ぐ
京
い

せ
道
」の
文
字
が
太
く
刻
ま
れ
、
裏
面
に
は
指

差
し
を
し
た
手
の
絵
も
彫
ら
れ
た
珍
し
い
も

の
。
文
化
７（
１
８
１
０
）年
の
年
号
が
読
み

取
れ
ま
す
が
、
実
は
こ
の
道
標
は
3
代
目
で
、

立
っ
て
い
る
場
所
も
向
き
も
、
当
初
と
は
異

な
っ
て
い
る
と

伺
い
ま
し
た
。

　
さ
て
、
東
海

道
は
石
薬
師
宿

へ
と
続
き
ま
す

そ
の
た
め
、
多
く
の
浮
世

絵
に
も
描
か
れ
、弘
化
４（
１

８
４
７
）年
か
ら
嘉
永
年
間

（
１
８
４
８
〜
１
８
５
４
）に

刊
行
さ
れ
た
広
重
の
丸
清

版「
東
海
道
五
十
三
次（
隷

書
東
海
道
）」も
題
材
に
し
て
い
ま
す
。
画
面

中
央
に
伊
勢
街
道
へ
の
分
岐
を
示
す
鳥
居
、

左
右
に
名
物
の
饅
頭
を
売
る
茶
店
が
描
か
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
旅
人
と
と
も
に
、
主
人

の
代
わ
り
に
神
宮
参
拝
を
果
た
し
た
と
い
う

「
お
か
げ
犬
」も
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　
か
つ
て
街
道
を
ま
た
ぐ
よ
う
に
建
っ
て
い

た
鳥
居
周
辺
は「
日
永
の
追
分
」と
し
て
整
備

さ
れ
、
今
も
地
域
の
人
々
の
心
の
拠
り
所
と

な
っ
て
い
ま
す
。

が
、
両
宿
の
間
が
２
里
27
町（
約
10・７
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
）と
距
離
が
長
か
っ
た
た
め
、
中
間

地
点
に
あ
る
日
永
が
、間
の
宿
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、こ
こ
は
東
海
道
と
伊
勢
街
道
の
追
分

（
分
岐
点
）で
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
神
宮
参

拝
者
な
ど
多
く
の
人
々
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
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【
四
日
市
市
】

近
代
的
な
港
湾
施
設
へ
と
変
貌
し
た
港
と
、「
日
永
の
追
分
」

保永堂版「東海道五十三次之内　四日市」
「四日市市立博物館」所蔵

「納屋防災緑地公園」

三滝橋からの光景

道標「東海道四日市宿資料館」

「日永の追分」（県指定史跡）「日永の追分」（県指定史跡）
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丸清版「東海道五十三次（隷書東海道）四日市」 　「四日市市立博物館」所蔵

み
な
と

し
ゅ
く
そ
ん
た
い
が
い
ち
ょ
う

た
い

あ
い

か
か

こ
う

え
い

ま
ん
じ
ゅ
う

い
ち

な

や

か
く

と
い

つ
な

や

ば せ
い



　
保
永
堂
版「
東
海
道
五
十
三
次
之
内  

石
薬

師
」で
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
石
薬
師
寺
で
す
。

同
寺
の
本
尊
は
弘
法
大
師
が
霊
石
に
彫
っ
た
と

伝
わ
る
薬
師
如
来
立
像
。
古
来
か
ら
信
仰
を

集
め
、
参
勤
交
代
の
際
に
は
藩
主
自
ら
が
参
拝

し
、
道
中
の
安
全
を
祈
願
し
た
と
い
い
ま
す
。

な
お
、
浮
世
絵
で
は
刈
り
取
っ
た
稲
藁
を
積
ん

だ
藁
塚
な
ど
が
描
写
さ
れ
て
い
て
、
宿
場
町
と

り
ま
す
。と
こ
ろ
が
、

江
戸
時
代
の
人
々

に
と
っ
て
は
、〝
桜
〞

と
い
え
ば
、
義
経

の
イ
メ
ー
ジ
が
定

着
し
て
い
た
よ
う
で
す
。そ
の
た
め
、安
政
２（
１

８
５
５
）年
に
刊
行
さ
れ
た
広
重
の「
五
十
三
次

名
所
図
会（
竪
絵
東
海
道
）石
薬
師
」の
副
題
は

「
義
経
さ
く
ら 

範
頼
の
祠
」と
なって
い
ま
す
。

　
現
在
、
石
薬
師
の
町
を
歩
け
ば
、
い
た
る
と

こ
ろ
で
佐
佐
木 

信
綱
の
歌
と
絵
を
描
い
た「
歌

額
」を
目
に
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
こ
は
、歌

人・佐
佐
木 

信
綱
の
生
ま
れ
故
郷
。
街
道
沿
い

に
は「
佐
佐
木
信
綱
資
料
館
」な
ど
も
あ
り
、文

学
散
歩
も
堪
能
で
き
ま
す
。

い
う
よ
り
は
晩
秋
か

ら
初
冬
の
田
園
風
景

と
い
う
風
情
で
す
。

東
海
道
を
行
く
神
宮
参
拝
者
た
ち
は
、

「
日
永
の
追
分
」で
伊
勢
街
道
へ
、
関
宿

の「
東
の
追
分
」か
ら
は
伊
勢
別
街
道
へ

と
進
む
こ
と
か
ら
、
両
追
分
の
間
に
位

置
す
る
石
薬
師
宿
と
隣
の
庄
野
宿
は
、

ほ
か
の
宿
場
町
に
比
べて
、
農
村
的
色

彩
が
強
かっ
た
よ
う
で
す
。

　
現
在
、
石
薬
師
寺
の
山
門
を
望
む
位
置
に

立
つ
と
、静
か
な
住
宅
地
が
広
が
り
ま
す
。ま
た
、

同
寺
の
背
後
に
は
国
道
１
号
が
通
り
、
間
近
に

迫
る
山
々
を
眺
め
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
り
ま

し
た
。
そ
れ
で
も
山
門
や
薬
師
堂
は
、往
時
の

風
情
を
十
分
に
残
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
す
ぐ
近
く
に
は
蒲
冠
者
範
頼
ゆ
か
り

の
御
曹
司
社
が
た
た
ず
み
、
南
側
に
は「
蒲
桜
」

が
枝
を
広
げ
て
い
ま
す
。
蒲
冠
者
範
頼
は
源 

頼
朝
の
弟
で
、
武
道
・
学
問
に
秀
で
て
い
た
と

さ
れ
る
人
物
。「
蒲
桜
」は
、
範
頼
が
鞭
と
し
て

使
って
い
た
サ
ク
ラ
の
枝
を
地
面
に
逆
さ
に
突
き

さ
し
た
と
こ
ろ
、
芽
が
出
た
と
い
う
伝
説
が
残

※
印
の
写
真
は
取
材
先
か
ら
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
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お
問
い
合
わ
せ

保永堂版
「東海道五十三次之内
 石薬師」
「三重県総合博物館」所蔵

「五十三次名所図会
 （竪絵東海道）
 石薬師」
「三重県総合博物館」所蔵

※

「蒲桜」
（県指定天然記念物）

か
ば
の
／
が
ま
の
か
じ
ゃ
の
り
よ
り

ほ
こ
ら

う
た

が
く

む
ち

　
庄
野
宿
は
、
保
永
堂
版「
東
海
道
五
十
三
次

之
内
」シ
リ
ー
ズ
の
中
で
も
傑
作
と
し
て
知
ら
れ

る「
白
雨
」の
舞
台
で
す
。
白
雨
と
は
、
昼
間
の

激
し
い
夕
立
の
こ
と
で
、
大
地
を
激
し
く
た
た

き
つ
け
る
雨
の
暗
い
描
写
と
、
慌
て
て
走
り
出

す
旅
人
た
ち
の
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
姿
が
見
事
な

対
比
と
なって
い
ま
す
。

　
広
重
が
実
際
の
風
景
を
描
い
た
の
か
ど
う
か

た
く
し
た
焼
米

が
入
っ
て
い
ま

し
た
。
同
宿
の

名
物
と
し
て
知

ら
れ
、保
存
食・

携
行
食
と
し
て

重
宝
さ
れ
ま
し

た
。
天
保
年
間（
１
８
３
０
〜
１
８
４
４
）末
期

に
刊
行
さ
れ
た
、
広
重
の「
東
海
道
五
十
三
次

（
狂
歌
入
東
海
道
）」で
も
題
材
と
な
り
、「
宿
入

に  

そ
れ
と
し
ら
せ
て  

名
物
の  

ま
づ
か
う
は

し
く（
香
ば
し
く
）  

見
ゆ
る
焼
米
」と
狂
歌
が

記
さ
れ
て
い
ま
す
。
焼
米
を
食
べ
た
と
い
う
地

元
の
方
に
話
を
聞
く
と
、
１
粒
１
粒
に
コ
シ
が

あ
り
、
歯
ご
た
え
十
分
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
同
館
は
、
町
に
伝
わ
る
歴
史
・
風
習
・
名
物

な
ど
を
次
世
代
へ
語
り
継
ぐ
役
目
を
果
た
し
て

く
れ
て
い
る
の
で
す
。

は
定
か
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、こ
の
場
所
は
、

庄
野
宿
か
ら
約
６
０

０
メ
ー
ト
ル
北
東
に
あ
っ
た「
お
こ
ん
茶
屋
」

付
近
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
そ
の

周
辺
の
鈴
鹿
川
堤
防
沿
い
に
立
って
み
る
と
、

目
の
前
に
は
国
道
１
号
が
通
り
、
ひ
っ
き
り

な
し
に
車
が
往
来
し
て
い
ま
し
た
。

　
庄
野
の
町
で
、ぜ
ひ
訪
ね
た
い
の
が「
庄
野

宿
資
料
館
」。
か
つ
て
油
問
屋
を
営
ん
で
い

た
旧
小
林
家
の
屋
敷
を
改
修
し
た
館
内
に
入
る

と
、ま
ず
目
を
ひ
く
の
は
、天
和
２（
１
６
８
２
）

年
か
ら
慶
応
４（
１
８
６
８
）年
に
い
た
る
高
札

５
枚
で
す
。
人
馬
賃
や
禁
制
な
ど
が
示
し
て
あ

り
、
当
時
の
人
々
の
生
活
の
一
端
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
地
域
の
人
々
手
作

り
の
本
陣
・
脇
本
陣
の
ジ

オ
ラ
マ
な
ど
を
見
学
し
て

い
る
と
、
小
さ
な
米
俵
に

気
付
く
で
し
ょ
う
。「
焼

米
俵
」で
、
俵
の
中
に
は
、

水
に
浸
し
て
か
ら
焙
烙
で

煎
り
、
は
じ
け
た
後
に
平

※
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先
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だ
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本 

良
勝（
宗
憲
）。
中
世
末
期
に
築
か
れ
て
い

た
亀
山
古
城
の
城
郭
を
母
体
と
し
て
、
天
正

18（
１
５
９
０
）年
に
築
城
し
た
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
広
重
の
保
永
堂
版「
東
海
道
五
十
三
次
之

内
」シ
リ
ー
ズ
の
題
材
も
、
城
の
あ
る
風
景
で

す
。
副
題
は「
雪
晴
」で
、
前
夜
ま
で
降
り
続

い
た
雪
が
止
み
、
晴
れ
わ
た
る
早
朝
の
様
子

を
巧
み
に
描
写
し
て
い
ま
す
。
画
面
右
上
に

そ
び
え
る
城
壁
や
、
左
下
に
連
な
る
家
並
み
、

急
斜
面
を
黙
々
と
上
っ
て
い
く
人
や
馬
な
ど
、

す
べ
て
が
静
寂
に
包
ま
れ
て
い
ま
す
。
庄
野

宿
の「
白
雨
」で
描
写
さ
れ
た
動
的
な
世
界
と

は
全
く
異
な
り
、
広
重
の
画
風
の
幅
広
さ
が

う
か
が
え
ま
す
。

　
「
雪
晴
」が
描
か
れ
た
場
所
は
、
町
の
西
端

に
位
置
し
て
い
た
京
口
門
あ
た
り
だ
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
京
方
面
か
ら
城
下
へ
入
る

人
々
の
監
視
を
し
て
い
た
と
い
う
門
は
現
在

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
梅
巌
寺
手
前
に
跡
地
を

8

※
印
の
写
真
は
取
材
先
か
ら
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

　
庄
野
宿
か
ら
ち
ょ
う
ど
２
里
の
距
離
に
位

置
す
る
亀
山
宿
は
、
宿
場
町
で
あ
る
と
同
時

に
城
下
町
で
も
あ
り
ま
し
た
。
町
の
中
心
と

な
る
亀
山
城
の
初
代
城
主
は
、
戦
国
武
将・岡

示
す
大
き
な
案

内
板
が
立
っ
て

い
ま
す
。
そ
の

案
内
板
に
掲
載

さ
れ
た
明
治
時

代
初
め
ご
ろ
の

写
真
を
見
る
と
、

坂
道
の
先
に
櫓

が
写
っ
て
い
ま
す
。
浮
世
絵
で
は
坂
の
傾
斜

が
誇
張
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
情
景
が
似
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
京
口
門
跡
か
ら
は
、
か
つ
て
の
城
下
一
帯

を
散
策
す
る
の
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
鍵
の

手
状
に
複
雑
に
曲
が
る
東
海
道
を
歩
け
ば
、

黒
い
漆
喰
壁
と
格
子
戸
が
印
象
的
な
建
物
に

気
付
く
で
し
ょ
う
。「
旧
舘
家
住
宅
」で
す
。

同
家
は
江
戸
時

代
末
期
か
ら
大

正
時
代
に
か
け

て「
枡
屋
」の
屋

号
で
呉
服
商
を

営
ん
で
い
ま
し

た
。
手
入
れ
が

行
き
届
い
た
屋
敷

内
を
見
学
し
て
い

る
と
、
舘
家
の

人
々
の
息
遣
い
が

聞
こ
え
て
く
る
よ

う
で
す
。

　
亀
山
市
の
歴
史

的
風
致
形
成
建
造
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る「
旧

舘
家
住
宅
」を
後
に
し
て
北
へ
向
か
う
と
、目

に
も
鮮
や
か
な
白
壁
の
長
屋
門
と
な
ま
こ
壁

の
土
蔵
が
出
迎
え
て
く
れ
ま
す
。こ
こ
は
、「
加

藤
家
屋
敷
跡
」。
同
家
は
江
戸
時
代
後
期
の
亀

山
城
主・石
川
家
の
家
老
職
を
務
め
て
い
ま
し

た
。
長
屋
門・土
蔵
以
外
に
も
主
屋
の
一
部
な

れ
も
、
土・日
曜
日
と
祝
日
は
無
料
公
開
さ
れ

て
い
ま
す
。
状
況
に
応
じ
て
、地
域
の
方
が
内

部
を
丁
寧
に
説
明
し
て
く
れ
る
の
で
、
見
ご

た
え
十
分
で
す
。
な
お
、多
門
櫓
以
外
に
も
復

原
整
備
さ
れ
た
城
の
遺
構
が
あ
り
、
間
近
に

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。亀
山
宿
・
城
下
は
、

じ
っ
く
り
と
時
間
を
か
け
て
散
策
し
た
い
町

で
す
。

ど
が
良
好
な
状
態
で
残
り
ま
す
。
天

井
の
太
い
梁
な
ど
を
見
て
い
る
と
、

文
化
９（
１
８
１
２
）年
に
藩
主
御
殿

が
焼
失
し
た
際
に
、
仮
御
殿
と
し
て

使
用
さ
れ
た
と
い
う
の
も
頷
け
ま
す
。

　
今
に
も
武
士
が
姿
を
現
し
そ
う
な

「
加
藤
家
屋
敷
跡
」か
ら
北
へ
進
み
、

坂
道
を
上
っ
た
先
に
姿
を
現
す
の
が
、

「
旧
亀
山
城
多
門
櫓
」で
す
。
堅
牢
な

石
垣
の
上
に
建
つ
現
在
の
櫓
は
、
18

世
紀
後
半
の
建
造
後
、
度
々
改
修
さ

れ
て
き
ま
し
た
が
、
平
成
19（
２
０
０
７
）年

に
発
生
し
た
地
震
後
に
行
わ
れ
た「
平
成
の
大

修
理
」に
よ
っ
て
、
建
築
当
時
の
姿
へ
と
復
原

整
備
さ
れ
ま
し
た
。
屋
根
瓦
が

本
瓦
葺
き
と
な
り
、外
壁
は
、黒

い
板
壁
か
ら
白
い
漆
喰
塗
り
に

変
わ
り
ま
し
た
。
石
垣
の
下
か

ら
美
し
い
白
壁
の
櫓
を
見
上
げ

る
と
、
浮
世
絵
の
世
界
に
近
付

い
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　
「
旧
舘
家
住
宅
」「
加
藤
家
屋
敷

跡
」「
旧
亀
山
城
多
門
櫓
」は
い
ず

7
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白
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長
屋
門
や
復
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れ
た
多
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櫓
に
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、城
下
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の
面
影
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宿
場
の
中
ほ
ど
に
は
関
宿

を
代
表
す
る
古
刹
・
関
地

蔵
院
が
あ
り
ま
す
。
天
平

13（
７
４
１
）年
、
僧
・
行

基
が
全
国
に
流
行
し
た
天

然
痘
か
ら
人
々
を
救
う
た

め
、
地
蔵
菩
薩
を
彫
っ
て

安
置
し
た
の
が
始
ま
り
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
関
宿
の
町
屋
は
江
戸
時
代
後
期
か
ら
明
治

時
代
中
頃
ま
で
の
も
の
が
多
く
、
建
物
の
並

ぶ
景
観
が
見
事
。
格
子
戸
や
虫
籠
窓
、
庇
下

の
幕
板
な
ど
往
時
の
風
情
が
色
濃
く
残
り
、

昔
を
偲
び
な
が
ら
歩
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
関
地
蔵
院
か
ら「
東
の
追
分
」を
め
ざ
す
と
、

古
風
な
構
え
の
関
郵
便
局
が
あ
り
ま
す
。
江

戸
時
代
、こ
こ
は
高
札
場
が
あ
っ
た
場
所
で
レ

プ
リ
カ
の
高
札
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
隣

接
す
る
建
物
は
宝
珠
の
玉
を
象
っ
た
虫
籠
窓

が
印
象
的
な「
関
宿
旅
籠
玉
屋
歴
史
資
料
館
」。

10

※
印
の
写
真
は
取
材
先
か
ら
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

　
時
の
流
れ
が
止
ま
っ
た
か
の
よ
う
な
町
並

み
が
残
る
関
宿
。
多
く
の
旅
人
で
賑
わ
い
、

お
伊
勢
参
り
の
ブ
ー
ム
に
沸
い
た
江
戸
時
代

の
雰
囲
気
が
味
わ
え
ま
す
。
各
地
の
宿
場
町

が
姿
を
変
え
て
い
く
な
か
、
関
宿
は
昭
和
59

（
1
9
8
4
）年
に
国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物

群
保
存
地
区
に
選
定
さ
れ
、
大
切
に
守
ら
れ

て
き
ま
し
た
。

　
保
存
地
区
は
伊
勢
別
街
道
に
入
る「
東
の
追

分
」か
ら
、大
和
街
道
の
始
ま
る「
西
の
追
分
」

と
の
間
、
約
1.8
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
お
よ
び
、

「
関
で
泊
ま
る
な
ら

鶴
屋
か
玉
屋
、ま
だ

も
泊
ま
る
な
ら
会

津
屋
か
」と
俗
謡
に

も
謡
わ
れ
、２
０
０

人
ほ
ど
が
泊
ま
れ

た
と
い
う
大
旅
籠

で
す
。
入
口
に
は

講
札
が
掛
か
り
、

帳
場
や
土
間
、土
蔵
、

離
れ
な
ど
建
物
が

一
体
に
な
っ
て
残

さ
れ
、
食
器
や
膳

な
ど
の
道
具
類
の

展
示
か
ら
、
人
々

が
ど
の
よ
う
に
旅
籠
で
過
ご
し
た
か
を
伺
い

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
玉
屋
」を
過
ぎ
る
と「
伊
藤
本
陣
」の
建
物

で
す
。
関
宿
で
は
伊
藤
家
と
川
北
家
が
代
々

本
陣
を
務
め
、

両
家
と
も
広

大
な
敷
地
に

千
坪
ほ
ど
の

家
屋
を
所
有
し
、
参
勤
交
代
の
大
名
も
宿
泊

し
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
保
永
堂
版

「
東
海
道
五
十
三
次
之
内
」シ
リ
ー
ズ
の「
関
」

は
、
副
題
が「
本
陣
早
立
」。
参
勤
交
代
の
一

行
が
、
慌
た
だ
し
く
出
発
の
準
備
を
す
る
様

子
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
駕
籠
や
笠
、
替
え

草
履
の
入
っ
た
竹
籠
な
ど
が
用
意
さ
れ
た
主

て
い
ま
す
。
景

観
が
保
た
れ
た

古
い
家
並
み
を

抜
け
る
と
、
広

重
の「
五
十
三

次
名
所
図
会

（
竪
絵
東
海
道
）

関
」に
描
か
れ

た
、「
東
の
追

分
」の
大
鳥
居
が
見
え
て
き
ま
す
。
こ
れ
は
東

海
道
と
伊
勢
別
街
道
の
分
岐
点
で
伊
勢
神
宮

を
遙
拝
す
る
た
め
の
も
の
。
20
年
に
一
度
の

神
宮
式
年
遷
宮
の
際
、 内
宮
宇
治
橋
南
詰
の

鳥
居
が
移
築
さ
れ
、
現
在
の
大
鳥
居
は
平
成

27（
２
０
１
５
）年
に
建
て
替
え
ら
れ
ま
し
た
。

鳥
居
横
の
大
き
な
常
夜
灯
に
は
、
元
文
５（
１

７
４
０
）年
の
銘
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

屋
板
の
間
で
は
、
出
立
の
打
ち
合
わ
せ
が
行

わ
れ
、
脇
に
は
供
奴
が
待
機
し
、
旅
装
を
整

え
た
供
侍
が
表
門
付
近
で
挨
拶
を
交
わ
し
て

い
ま
す
。
ま
た
箱
提
灯
の
模
様
は
広
重
の「
ヒ

ロ
」の
字
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
印
で
、
幔
幕
の
青

い
定
紋
は
御
所
車
に
広
重
の
父
方
の
姓「
田

中
」の
文
字
を
図
案
化
し
、
主
屋
板
の
間
に
描

か
れ
た「
白
い（
白
粉
）の
薬  

仙
女
香
」「
し
ら

が
薬  

美
玄
香
」は
化
粧
品
の
広
告
看
板
と
、

随
所
に
広
重
の
遊
び
心
が
見
ら
れ
ま
す
。現
在
、

川
北
本
陣
の
建
物
は
残
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、そ

の
門
は
延
命
寺
に
移
築
さ
れ
、
川
北
家
の
家

紋
を
象
っ
た
瓦
が
当
時
の
威
厳
を
保
っ
て
い

ま
す
。

　

伝
統
的
な
町

屋
を
公
開
し
た

「
関
ま
ち
な
み
資

料
館
」や
山
車
を

収
蔵
す
る「
関
の

山
車
会
館
」で
は
、

町
の
歴
史
や
祭

り
の
こ
と
が
詳

し
く
展
示
さ
れ

9

関
宿

東
海
道
47
番
宿

【
亀
山
市
】

保
存
さ
れ
た
町
並
み
そ
の
も
の
が
生
き
た
博
物
館

「関宿旅籠玉屋歴史資料館」の外観（右）と帳場「東の追分」の大鳥居と常夜灯

延命寺の山門

「伊藤本陣」を示す石柱

福蔵寺。向かって右側に小万の墓がある。

「鈴鹿馬子唄会館」館内

片山神社 和室を解放する「旧木村邸」 足湯の「小萬の湯」

福蔵寺境内にある「関の小万」碑（右）と墓

は
た
ご し

こ
う

ど

む
し
こ
ま
ど

ほ
う

は
や

か
ご

と
も
や
っ
こ

ま
ん

ま
や

お
し
ろ
い

ま
く

ご
し
ょ
ぐ
る
ま

と
も
さ
む
ら
い

た
ち

じ
ゅ

か
た
ど

ひ
さ
し

こ
の
寺
に
は
小
万
の
墓
が
あ
り
ま
す
。
江
戸

時
代
中
期
、
九
州
久
留
米
藩
の
牧 

藤
左
衛
門

と
い
う
藩
士
が
、
遺
恨
あ
っ
て
同
輩
の
小
林 

軍
太
夫
と
い
う
者
に
殺
さ
れ
ま
し
た
。
牧 

藤 

左
衛
門
の
妻
は
身
重
で
し
た
が
、
仇
討
ち
を

志
し
、
旅
に
出
ま
す
。
鈴
鹿
峠
を
越
え
関
宿

に
着
い
た
と
こ
ろ
で
行
き
倒
れ
と
な
り
、「
山

田
屋（
現・会
津
屋
）」に
保
護
さ
れ
ま
し
た
が
、

女
の
子
を
産
ん
で
後
に
病
没
。
こ
の
娘
が
小

万
で
す
。
小
万
は
母
の
遺
志
を
継
ぎ
、
亀
山

城
下
で
３
年
程
武
術
を
修
行
。
天
明
３（
１
７

８
３
）年
に
仇
敵
、小
林 

軍
太
夫
を
討
ち
果
た

し
、
そ
の
後
も「
山
田
屋
」に
留
ま
り
ま
し
た
。

　
関
宿
の
観
光
駐
車
場
横
に
足
湯
交
流
施
設

12

※
印
の
写
真
は
取
材
先
か
ら
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

※
印
の
写
真
は
取
材
先
か
ら
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

　
も
う
一
つ
、
紹
介
し
た
い
浮
世
絵
が
三
代

歌
川 

豊
国
の「
東
海
道
五
十
三
次
之
内（
役
者

見
立
東
海
道
）関　
小
ま
ん
」で
す
。
父
の
仇

討
ち
を
果
た
し
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
、「
鈴

鹿
馬
子
唄
」に
も「
関
の
小
万
」が
登
場
し
ま
す
。

　
関
郵
便
局
の
近
く

で
立
派
な
堂
宇
を
構

え
る
福
蔵
寺
は
、
天

正
11（
１
５
８
３
）年

創
建
。
織
田 

信
長

の
三
男・織
田 

信
孝

の
菩
提
寺
と
し
て
開

か
れ
た
の
が
始
ま
り

と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

が
あ
り
ま
す
。
愛
称
は

公
募
で「
小
萬
の
湯
」と

決
ま
り
ま
し
た
。
小
万

が
今
で
も
町
の
人
た
ち

に
親
し
ま
れ
て
い
る
証

で
し
ょ
う
。
同
じ
敷
地

内
の
日
本
家
屋「
旧
木

村
邸
」は
、
亀
山
市
観

光
協
会
の
休
憩
施
設
と

し
て
、い
ず
れ
も
無
料

で
開
放
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
街
道
情
緒
に
浸
れ
る

町
並
み
を
歩
き
、
参
勤

交
代
や
お
伊
勢
参
り
の

人
々
で
賑
わ
っ
た
頃
に
想
い
を
馳
せ
、一
息
つ

か
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

11

※

「五十三次名所図会
 （竪絵東海道） 関」
「三重県総合博物館」所蔵

保永堂版「東海道五十三次之内　関」　 「三重県総合博物館」所蔵

「東海道五十三次之内
 （役者見立東海道） 関　小まん」
「三重県総合博物館」所蔵

亀
山
市
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課　

ま
ち
な
み
文
化
財
グ
ル
ー
プ

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
９
５ ‒ 

９
６ ‒ 

１
２
１
８

亀
山
市
観
光
協
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
９
５ ‒ 

９
７ ‒ 

８
８
７
７

「
関
宿
旅
籠
玉
屋
歴
史
資
料
館
」

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
９
５ ‒ 

９
６ ‒ 

０
４
６
８

お
問
い
合
わ
せ

※

※

　
大
雨
や
大
雪
の
日
に
通
行
止
め
と
な
る
鈴
鹿

峠
の
国
道
１
号
。
上
り
と
下
り
の
専
用
車
線
が

山
肌
に
ゆ
る
や
か
な
カ
ー
ブ
を
描
い
て
い
ま
す
。

鈴
鹿
峠
の
麓
に
あ
る
の
が
坂
下
宿
。
か
つ
て
は

東
海
道
の
難
所
を
控
え
、参
勤
交
代
で
大
名
の

宿
泊
も
多
く
、江
戸
時
代
後
期
に
は「
松
屋
」

「
大
竹
屋
」「
梅
屋
」の
本
陣
が
３
軒
、脇
本
陣
１

軒
を
含
む
旅
籠
は
48
軒
を
数
え
る
東
海
道
有

　
筆
捨
山
を
眺
め
、宿
場
町
を
歩
い
て
国
道
１

号
の
側
道
へ
進
む
と
、片
山
神
社
を
示
す
石
碑

が
あ
り
ま
す
。
慶
安
３（
１
６
５
０
）年
９
月
の

大
洪
水
ま
で
、坂
下
宿
は
こ
の
場
所
に
あ
り
ま

し
た
。
古
く
か
ら
信
仰
を
集
め
た
片
山
神
社
は

西
国
の
諸
大
名
か
ら
も
多
額
の
寄
進
を
受
け
て

い
ま
し
た
が
、近
年
火
災
の
た
め
社
殿
が
消
失
。

そ
れ
で
も
緑
の
中
で
荘
厳
な
雰
囲
気
を
漂
わ
せ

て
い
ま
す
。

　
時
代
の
中
で
の
繁
栄
と
衰
退
の
移
り
変
わ
り

を
、垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
宿
場
町
で
す
。

数
の
宿
で
し
た
。
そ

ん
な
旅
籠
が
並
ん
だ

旧
街
道
も
今
は
ひ
っ

そ
り
。
坂
下
宿
周
辺
に
は
旧
小
学
校
を
活

用
し
た「
鈴
鹿
峠
自
然
の
家
」や「
鈴
鹿
馬

子
唄
」な
ど
を

展
示
す
る「
鈴

鹿
馬
子
唄
会

館
」が
あ
り
、

豊
か
な
自
然

を
楽
し
め
る
場
に

な
って
い
ま
す
。

　
坂
下
宿
の
浮
世
絵
に
は
筆
捨
山
が
登
場
し
ま

す
。
定
番
の
名
所
と
し
て
知
ら
れ
た
筆
捨
山
は
、

室
町
期
の
画
家・狩
野 

法
眼
が
こ
の
山
を
描
こ

う
と
筆
を
と
り
、翌
日
に
残
り
を
続
け
よ
う
と

し
た
と
こ
ろ
、雲
や
霞
が
立
ち
込
め
山
の
姿
が

変
わって
し
ま
っ
た
た
め
描
き
足
せ
ず
、あ
き
ら

め
て
筆
を
投
げ
捨
て
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

保
永
堂
版「
東
海
道
五
十
三
次
之
内
」シ
リ
ー

ズ
の
中
の「
阪
之
下
」は
、実
際
に
は
な
い
大
滝
が

流
れ
る
筆
捨
山
を
眺
め
る
旅
人
が
題
材
と
な
っ

て
い
ま
す
。

坂
下
宿

東
海
道
48
番
宿

【
亀
山
市
】

難
所
の
鈴
鹿
峠
を
前
に
旅
籠
で
栄
え
た

保永堂版
「東海道五十三次之内
 阪之下」
「三重県総合博物館」所蔵

※

「
鈴
鹿
馬
子
唄
会
館
」

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
９
５ ‒ 

９
６ ‒ 

２
０
０
１

亀
山
市
観
光
協
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
９
５ ‒ 

９
７ ‒ 

８
８
７
７

お
問
い
合
わ
せ

瓦屋根が美しい関宿の町並み。
中央の屋根が関地蔵院。

筆捨山を望む

ふ
で

ほ
う
げ
ん

そ
う
ご
ん

す
て
や
ま



宿
場
の
中
ほ
ど
に
は
関
宿

を
代
表
す
る
古
刹
・
関
地

蔵
院
が
あ
り
ま
す
。
天
平

13（
７
４
１
）年
、
僧
・
行

基
が
全
国
に
流
行
し
た
天

然
痘
か
ら
人
々
を
救
う
た

め
、
地
蔵
菩
薩
を
彫
っ
て

安
置
し
た
の
が
始
ま
り
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
関
宿
の
町
屋
は
江
戸
時
代
後
期
か
ら
明
治

時
代
中
頃
ま
で
の
も
の
が
多
く
、
建
物
の
並

ぶ
景
観
が
見
事
。
格
子
戸
や
虫
籠
窓
、
庇
下

の
幕
板
な
ど
往
時
の
風
情
が
色
濃
く
残
り
、

昔
を
偲
び
な
が
ら
歩
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
関
地
蔵
院
か
ら「
東
の
追
分
」を
め
ざ
す
と
、

古
風
な
構
え
の
関
郵
便
局
が
あ
り
ま
す
。
江

戸
時
代
、こ
こ
は
高
札
場
が
あ
っ
た
場
所
で
レ

プ
リ
カ
の
高
札
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
隣

接
す
る
建
物
は
宝
珠
の
玉
を
象
っ
た
虫
籠
窓

が
印
象
的
な「
関
宿
旅
籠
玉
屋
歴
史
資
料
館
」。
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※
印
の
写
真
は
取
材
先
か
ら
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

　
時
の
流
れ
が
止
ま
っ
た
か
の
よ
う
な
町
並

み
が
残
る
関
宿
。
多
く
の
旅
人
で
賑
わ
い
、

お
伊
勢
参
り
の
ブ
ー
ム
に
沸
い
た
江
戸
時
代

の
雰
囲
気
が
味
わ
え
ま
す
。
各
地
の
宿
場
町

が
姿
を
変
え
て
い
く
な
か
、
関
宿
は
昭
和
59

（
1
9
8
4
）年
に
国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物

群
保
存
地
区
に
選
定
さ
れ
、
大
切
に
守
ら
れ

て
き
ま
し
た
。

　
保
存
地
区
は
伊
勢
別
街
道
に
入
る「
東
の
追

分
」か
ら
、大
和
街
道
の
始
ま
る「
西
の
追
分
」

と
の
間
、
約
1.8
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
お
よ
び
、

「
関
で
泊
ま
る
な
ら

鶴
屋
か
玉
屋
、ま
だ

も
泊
ま
る
な
ら
会

津
屋
か
」と
俗
謡
に

も
謡
わ
れ
、２
０
０

人
ほ
ど
が
泊
ま
れ

た
と
い
う
大
旅
籠

で
す
。
入
口
に
は

講
札
が
掛
か
り
、

帳
場
や
土
間
、土
蔵
、

離
れ
な
ど
建
物
が

一
体
に
な
っ
て
残

さ
れ
、
食
器
や
膳

な
ど
の
道
具
類
の

展
示
か
ら
、
人
々

が
ど
の
よ
う
に
旅
籠
で
過
ご
し
た
か
を
伺
い

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
玉
屋
」を
過
ぎ
る
と「
伊
藤
本
陣
」の
建
物

で
す
。
関
宿
で
は
伊
藤
家
と
川
北
家
が
代
々

本
陣
を
務
め
、

両
家
と
も
広

大
な
敷
地
に

千
坪
ほ
ど
の

家
屋
を
所
有
し
、
参
勤
交
代
の
大
名
も
宿
泊

し
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
保
永
堂
版

「
東
海
道
五
十
三
次
之
内
」シ
リ
ー
ズ
の「
関
」

は
、
副
題
が「
本
陣
早
立
」。
参
勤
交
代
の
一

行
が
、
慌
た
だ
し
く
出
発
の
準
備
を
す
る
様

子
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
駕
籠
や
笠
、
替
え

草
履
の
入
っ
た
竹
籠
な
ど
が
用
意
さ
れ
た
主

て
い
ま
す
。
景

観
が
保
た
れ
た

古
い
家
並
み
を

抜
け
る
と
、
広

重
の「
五
十
三

次
名
所
図
会

（
竪
絵
東
海
道
）

関
」に
描
か
れ

た
、「
東
の
追

分
」の
大
鳥
居
が
見
え
て
き
ま
す
。
こ
れ
は
東

海
道
と
伊
勢
別
街
道
の
分
岐
点
で
伊
勢
神
宮

を
遙
拝
す
る
た
め
の
も
の
。
20
年
に
一
度
の

神
宮
式
年
遷
宮
の
際
、 内
宮
宇
治
橋
南
詰
の

鳥
居
が
移
築
さ
れ
、
現
在
の
大
鳥
居
は
平
成

27（
２
０
１
５
）年
に
建
て
替
え
ら
れ
ま
し
た
。

鳥
居
横
の
大
き
な
常
夜
灯
に
は
、
元
文
５（
１

７
４
０
）年
の
銘
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

屋
板
の
間
で
は
、
出
立
の
打
ち
合
わ
せ
が
行

わ
れ
、
脇
に
は
供
奴
が
待
機
し
、
旅
装
を
整

え
た
供
侍
が
表
門
付
近
で
挨
拶
を
交
わ
し
て

い
ま
す
。
ま
た
箱
提
灯
の
模
様
は
広
重
の「
ヒ

ロ
」の
字
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
印
で
、
幔
幕
の
青

い
定
紋
は
御
所
車
に
広
重
の
父
方
の
姓「
田

中
」の
文
字
を
図
案
化
し
、
主
屋
板
の
間
に
描

か
れ
た「
白
い（
白
粉
）の
薬  

仙
女
香
」「
し
ら

が
薬  

美
玄
香
」は
化
粧
品
の
広
告
看
板
と
、

随
所
に
広
重
の
遊
び
心
が
見
ら
れ
ま
す
。現
在
、

川
北
本
陣
の
建
物
は
残
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、そ

の
門
は
延
命
寺
に
移
築
さ
れ
、
川
北
家
の
家

紋
を
象
っ
た
瓦
が
当
時
の
威
厳
を
保
っ
て
い

ま
す
。

　

伝
統
的
な
町

屋
を
公
開
し
た

「
関
ま
ち
な
み
資

料
館
」や
山
車
を

収
蔵
す
る「
関
の

山
車
会
館
」で
は
、

町
の
歴
史
や
祭

り
の
こ
と
が
詳

し
く
展
示
さ
れ

9

関
宿

東
海
道
47
番
宿

【
亀
山
市
】

保
存
さ
れ
た
町
並
み
そ
の
も
の
が
生
き
た
博
物
館

「関宿旅籠玉屋歴史資料館」の外観（右）と帳場「東の追分」の大鳥居と常夜灯

延命寺の山門

「伊藤本陣」を示す石柱

福蔵寺。向かって右側に小万の墓がある。

「鈴鹿馬子唄会館」館内

片山神社 和室を解放する「旧木村邸」 足湯の「小萬の湯」

福蔵寺境内にある「関の小万」碑（右）と墓

は
た
ご し

こ
う

ど

む
し
こ
ま
ど

ほ
う

は
や

か
ご

と
も
や
っ
こ

ま
ん

ま
や

お
し
ろ
い

ま
く

ご
し
ょ
ぐ
る
ま

と
も
さ
む
ら
い

た
ち

じ
ゅ

か
た
ど

ひ
さ
し

こ
の
寺
に
は
小
万
の
墓
が
あ
り
ま
す
。
江
戸

時
代
中
期
、
九
州
久
留
米
藩
の
牧 

藤
左
衛
門

と
い
う
藩
士
が
、
遺
恨
あ
っ
て
同
輩
の
小
林 

軍
太
夫
と
い
う
者
に
殺
さ
れ
ま
し
た
。
牧 

藤 
左
衛
門
の
妻
は
身
重
で
し
た
が
、
仇
討
ち
を

志
し
、
旅
に
出
ま
す
。
鈴
鹿
峠
を
越
え
関
宿

に
着
い
た
と
こ
ろ
で
行
き
倒
れ
と
な
り
、「
山

田
屋（
現・会
津
屋
）」に
保
護
さ
れ
ま
し
た
が
、

女
の
子
を
産
ん
で
後
に
病
没
。
こ
の
娘
が
小

万
で
す
。
小
万
は
母
の
遺
志
を
継
ぎ
、
亀
山

城
下
で
３
年
程
武
術
を
修
行
。
天
明
３（
１
７

８
３
）年
に
仇
敵
、小
林 

軍
太
夫
を
討
ち
果
た

し
、
そ
の
後
も「
山
田
屋
」に
留
ま
り
ま
し
た
。

　
関
宿
の
観
光
駐
車
場
横
に
足
湯
交
流
施
設

12

※
印
の
写
真
は
取
材
先
か
ら
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

※
印
の
写
真
は
取
材
先
か
ら
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

　
も
う
一
つ
、
紹
介
し
た
い
浮
世
絵
が
三
代

歌
川 

豊
国
の「
東
海
道
五
十
三
次
之
内（
役
者

見
立
東
海
道
）関　
小
ま
ん
」で
す
。
父
の
仇

討
ち
を
果
た
し
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
、「
鈴

鹿
馬
子
唄
」に
も「
関
の
小
万
」が
登
場
し
ま
す
。

　
関
郵
便
局
の
近
く

で
立
派
な
堂
宇
を
構

え
る
福
蔵
寺
は
、
天

正
11（
１
５
８
３
）年

創
建
。
織
田 

信
長

の
三
男・織
田 

信
孝

の
菩
提
寺
と
し
て
開

か
れ
た
の
が
始
ま
り

と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

が
あ
り
ま
す
。
愛
称
は

公
募
で「
小
萬
の
湯
」と

決
ま
り
ま
し
た
。
小
万

が
今
で
も
町
の
人
た
ち

に
親
し
ま
れ
て
い
る
証

で
し
ょ
う
。
同
じ
敷
地

内
の
日
本
家
屋「
旧
木

村
邸
」は
、
亀
山
市
観

光
協
会
の
休
憩
施
設
と

し
て
、い
ず
れ
も
無
料

で
開
放
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
街
道
情
緒
に
浸
れ
る

町
並
み
を
歩
き
、
参
勤

交
代
や
お
伊
勢
参
り
の

人
々
で
賑
わ
っ
た
頃
に
想
い
を
馳
せ
、一
息
つ

か
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
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※

「五十三次名所図会
 （竪絵東海道） 関」
「三重県総合博物館」所蔵

保永堂版「東海道五十三次之内　関」　 「三重県総合博物館」所蔵

「東海道五十三次之内
 （役者見立東海道） 関　小まん」
「三重県総合博物館」所蔵

亀
山
市
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課　

ま
ち
な
み
文
化
財
グ
ル
ー
プ

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
９
５ ‒ 

９
６ ‒ 

１
２
１
８

亀
山
市
観
光
協
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
９
５ ‒ 

９
７ ‒ 

８
８
７
７

「
関
宿
旅
籠
玉
屋
歴
史
資
料
館
」

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
９
５ ‒ 

９
６ ‒ 

０
４
６
８

お
問
い
合
わ
せ

※

※

　
大
雨
や
大
雪
の
日
に
通
行
止
め
と
な
る
鈴
鹿

峠
の
国
道
１
号
。
上
り
と
下
り
の
専
用
車
線
が

山
肌
に
ゆ
る
や
か
な
カ
ー
ブ
を
描
い
て
い
ま
す
。

鈴
鹿
峠
の
麓
に
あ
る
の
が
坂
下
宿
。
か
つ
て
は

東
海
道
の
難
所
を
控
え
、参
勤
交
代
で
大
名
の

宿
泊
も
多
く
、江
戸
時
代
後
期
に
は「
松
屋
」

「
大
竹
屋
」「
梅
屋
」の
本
陣
が
３
軒
、脇
本
陣
１

軒
を
含
む
旅
籠
は
48
軒
を
数
え
る
東
海
道
有

　
筆
捨
山
を
眺
め
、宿
場
町
を
歩
い
て
国
道
１

号
の
側
道
へ
進
む
と
、片
山
神
社
を
示
す
石
碑

が
あ
り
ま
す
。
慶
安
３（
１
６
５
０
）年
９
月
の

大
洪
水
ま
で
、坂
下
宿
は
こ
の
場
所
に
あ
り
ま

し
た
。
古
く
か
ら
信
仰
を
集
め
た
片
山
神
社
は

西
国
の
諸
大
名
か
ら
も
多
額
の
寄
進
を
受
け
て

い
ま
し
た
が
、近
年
火
災
の
た
め
社
殿
が
消
失
。

そ
れ
で
も
緑
の
中
で
荘
厳
な
雰
囲
気
を
漂
わ
せ

て
い
ま
す
。

　
時
代
の
中
で
の
繁
栄
と
衰
退
の
移
り
変
わ
り

を
、垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
宿
場
町
で
す
。

数
の
宿
で
し
た
。
そ

ん
な
旅
籠
が
並
ん
だ

旧
街
道
も
今
は
ひ
っ

そ
り
。
坂
下
宿
周
辺
に
は
旧
小
学
校
を
活

用
し
た「
鈴
鹿
峠
自
然
の
家
」や「
鈴
鹿
馬

子
唄
」な
ど
を

展
示
す
る「
鈴

鹿
馬
子
唄
会

館
」が
あ
り
、

豊
か
な
自
然

を
楽
し
め
る
場
に

な
って
い
ま
す
。

　
坂
下
宿
の
浮
世
絵
に
は
筆
捨
山
が
登
場
し
ま

す
。
定
番
の
名
所
と
し
て
知
ら
れ
た
筆
捨
山
は
、

室
町
期
の
画
家・狩
野 

法
眼
が
こ
の
山
を
描
こ

う
と
筆
を
と
り
、翌
日
に
残
り
を
続
け
よ
う
と

し
た
と
こ
ろ
、雲
や
霞
が
立
ち
込
め
山
の
姿
が

変
わって
し
ま
っ
た
た
め
描
き
足
せ
ず
、あ
き
ら

め
て
筆
を
投
げ
捨
て
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

保
永
堂
版「
東
海
道
五
十
三
次
之
内
」シ
リ
ー

ズ
の
中
の「
阪
之
下
」は
、実
際
に
は
な
い
大
滝
が

流
れ
る
筆
捨
山
を
眺
め
る
旅
人
が
題
材
と
な
っ

て
い
ま
す
。

坂
下
宿

東
海
道
48
番
宿

【
亀
山
市
】

難
所
の
鈴
鹿
峠
を
前
に
旅
籠
で
栄
え
た

保永堂版
「東海道五十三次之内
 阪之下」
「三重県総合博物館」所蔵

※

「
鈴
鹿
馬
子
唄
会
館
」

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
９
５ ‒ 

９
６ ‒ 

２
０
０
１

亀
山
市
観
光
協
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
９
５ ‒ 

９
７ ‒ 

８
８
７
７

お
問
い
合
わ
せ

瓦屋根が美しい関宿の町並み。
中央の屋根が関地蔵院。

筆捨山を望む

ふ
で

ほ
う
げ
ん

そ
う
ご
ん

す
て
や
ま




